
わ Vol.394
2026.8.7

和歌山を創る新聞

かつく隔週金曜掲載
　　　 認定特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL https://wnc.jp/
編集　志場 久起

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、
警
察
庁

が
「
警
察
取
扱
死
体
の
う

ち
、
自
宅
に
お
い
て
死
亡

し
た
一
人
暮
ら
し
の
者
」

の
統
計
デ
ー
タ
を
発
表
。

こ
の
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と

が
適
当
か
ど
う
か
、
検
討

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
あ

く
ま
で
警
察
官
が
現
場
を

確
認
し
た
件
数
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
生
前
の
状
態
が

ど
う
だ
っ
た
の
か
な
ど
、

警
察
で
は
把
握
し
え
な
い

要
因
は
複
数
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
推
定
死
亡
日

か
ら
の
日
数
ご
と
・
年
齢

区
分
ご
と
に
整
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
警
察
で
把
握

で
き
て
い
な
い
事
案
の
件

数
や
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
た
も
の
の
よ
う
に
孤
立

死
の
定
義
に
当
て
は
ま
ら

な
い
件
数
な
ど
を
勘
案
し

て
も
大
勢
に
は
影
響
が
及

ば
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、「
推
計

値
で
あ
り
誤
差
が
あ
り
得

る
こ
と
」
を
前
提
に
警
察

庁
デ
ー
タ
を
も
と
に
と
り

ま
と
め
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
「
少
な
く

実
態
把
握
の
必
要
性

　

Ｗ
Ｇ
の
と
り
ま
と
め
に

よ
る
と
①
国
内
全
体
の
死

亡
者
数
、②
自
宅
で
の
死

亡
割
合
、③
単
身
世
帯
数

が
い
ず
れ
も
年
々
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

孤
立
死
も
ま
す
ま
す
増
加

す
る
懸
念
が
あ
る
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
左
表
の
よ
う
な
問
題
へ

の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
可

能
性
が
高
く
、
そ
の
意
味

で
も
孤
立
死
の
実
態
把
握

が
必
要
で
あ
る
、
と
し
て

い
ま
す
。

孤
立
死
の
定
義

　

孤
独
死
や
孤
立
死
に
つ

い
て
は
様
々
な
研
究
機
関

に
よ
る
調
査
研
究
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
法
的
な

定
義
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
亡
く
な

る
場
所
、
生
前
の
状
態
、

看
取
り
の
有
無
な
ど
様
々

な
要
因
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
Ｗ
Ｇ
の
検

討
の
な
か
で
は
、
現
実
に

測
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
統
計
的
に
状
況
を

把
握
で
き
る
手
法
が
探
ら

れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

孤立死の実態からみえることとは
　わかつく第 370 号でも「孤独死（孤立死）」の動向を取り上げましたが、内閣府に設置された「『孤独死・孤立死』ワーキンググループ（WG）」は昨年、「孤
立死者数の推計方法等について」を取りまとめて発表しています。このなかでは、孤立死の実態把握の必要性と、なにをもって孤独死・孤立死と捉える
かが議論されています。最新の統計と合わせてご紹介します。

と
も
発
見
さ
れ
る
前
の
７

日
間
は
連
絡
が
と
れ
な
い

こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ

る
よ
う
な
他
者
と
の
接
触

機
会
が
な
か
っ
た
」
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
、
他
の
研

究
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
頻
度
が
１
週
間
に

１
回
未
満
の
場
合
を
「
孤

立
状
態
に
あ
る
可
能
性
が

高
い
と
考
え
る
」
と
位
置

付
け
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
生
前
に
「
社
会
的
に

孤
立
し
て
い
た
状
態
に

あ
っ
た
こ
と
が
強
く
推
認

さ
れ
る
」
と
し
て
も
違
和

感
は
な
い
と
し
て
、
死
後

８
日
以
上
が
経
過
し
て
発

見
さ
れ
た
方
の
数
を
孤
立

死
者
数
の
推
計
値
と
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
死
後
４
日
経
過

す
る
と
遺
体
の
損
傷
が
目

立
つ
こ
と
か
ら
「
尊
厳
あ

る
死
」
と
は
い
え
な
く
な

る
と
し
て
、
死
後
４
日
の

デ
ー
タ
を
参
考
デ
ー
タ
と

し
て
示
す
こ
と
と
し
、
か

つ
、
示
す
デ
ー
タ
は
孤
立

死
の
す
べ
て
を
網
羅
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
目

安
と
す
る
こ
と
が
定
義
さ

れ
ま
し
た
。

昨
年
の
孤
立
死
推
計
は

　

警
察
庁
の
統
計
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
昨
年
１
年
間

に
自
宅
で
死
亡
さ
れ
た
１

人
暮
ら
し
の
方
は
全
国
で

約
７
・
７
万
人
、
和
歌
山

県
で
は
５
９
１
人
で
、
こ

の
う
ち
65
歳
以
上
の
方
は

４
分
の
３
を
超
え
て
お

り
、
高
齢
者
が
特
に
多
い

の
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
死
後
４
日
以

上
経
過
し
て
発
見
さ
れ
た

方
は
全
国
で
３
万
人
あ
ま

り
、
８
日
以
上
は
２
万
人

あ
ま
り
と
な
り
ま
す
。
和

歌
山
県
の
経
過
日
数
ご
と

の
人
数
は
発
表
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
全
国
の
数
字

に
比
例
す
る
と
仮
定
す
る

と
、
和
歌
山
県
内
で
死
後

４
日
以
上
経
過
し
て
発
見

さ
れ
る
方
は
約
２
５
０

人
、
８
日
以
上
は
約
１
７

０
人
と
な
り
ま
す
。
２
５

０
人
は
３
日
に
２
人
、
１

７
０
人
は
２
日
に
１
人
程

度
の
頻
度
で
発
見
さ
れ
る

計
算
に
な
り
ま
す
。

増
加
す
る
で
あ
ろ
う

孤
立
死
に
相
対
す
る

　

和
歌
山
県
だ
け
で
は
な

く
全
国
的
に
独
居
世
帯
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
独
居

で
生
活
で
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
健
康
面
な
ど
で

大
き
な
問
題
が
な
い
方
も

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
高
齢
化
率
も
高
ま
る

な
か
、
孤
立
死
は
今
後
も

増
加
す
る
こ
と
が
確
実
な

情
勢
で
す
。
独
居
高
齢
者

の
方
を
地
域
で
ど
う
見
守

る
か
は
遠
か
ら
ず
大
き
な

課
題
に
な
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
会
で
先
日
成
立
し
た

改
正
社
会
福
祉
法
で
、
身

寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
支

援
を
強
化
す
る
方
策
が
盛

り
込
ま
れ
、
２
年
後
を
め

ど
に
全
自
治
体
で
開
始
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。
前
述

の
事
例
を
考
え
る
と
、
週

に
１
回
は
な
ん
ら
か
の
支

援
が
届
け
ら
れ
る
仕
組
み

が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
人
間
と
し
て
の
尊

厳
を
ど
う
守
る
か
、
地
域

社
会
と
し
て
の
損
失
を
ど

こ
ま
で
食
い
止
め
ら
れ
る

の
か
、
地
域
の
力
が
試
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。　
（
志
場
久
起
）

×

第19回和歌山地域貢献活動応援基金

わかやまいきいきファンド 締切迫る
　全国の花王グループ社員有志のみなさんによる「花王ハートポケット倶楽部」が
和歌山県内でがんばる NPO・ボランティア団体を対象とした活動助成をおこなう
プログラム。まもなく締切です。応募を検討されている団体のみなさま、お急ぎく
ださい。

募集部門
スタートアップ支援事業

活動歴 2年未満の団体が対象。
5万円を 4団体に助成します。

パワーアップ支援事業

活動歴 2年超の団体が対象。
10万円を 3団体に助成します。

　わかやまNPO センターのウェブサイト（https://wnc.jp/
works/11664）から募集要項と応募用紙をダウンロードし、
応募用紙に必要事項を記入いただき、ご応募ください。
右のQRコードからもアクセス可能です。
　締め切りは 2026年 8月 21日（金）消印有効です。

応募方法

主　　催　　花王ハートポケット倶楽部・花王株式会社
企画運営　　認定特定非営利活動法人わかやまNPO センター
　　　　　　TEL　073-424-2223（火曜から金曜 10 時～ 17 時、
　　　　　　不在時和歌山県NPO サポートセンターに転送）　E-mail　info@wnc.jp

孤立死の増加により引き起こされると考えられる主な問題

昨年、自宅で死亡した一人暮らしの方の集計結果と和歌山県の推計

社会のあり方としての問題
　一人で亡くなる方は、家族や友人とのつながりを失って
いるなどの傾向があり、個人の選択だけでは片付けられな
い。

尊厳の問題
　死後の発見が遅れ、腐敗した状態で発見されることが、
「尊厳ある死」といえるか。

死因の究明の問題
　発見が遅れ、死後経過時間が長くなることにより、死因
が不明瞭な事例の増加につながる。

死後手続の問題
　引取者のいない死亡人については、相続人等の調査や死
亡人の遺留品の保管、葬祭等の実施など、地方自治体にお
ける事務負担が増大し、その結果として故人の望まない形
で手続が進められてしまうこともある。

社会経済的な負担の問題
　遺体の処理、住居の清掃・修繕、火葬・埋葬、遺留金品
の処理等、様々な社会経済的な負担を考慮する必要がある。

出典：内閣府「孤独死・孤立死」ワーキンググループ
https://www.cao.go.jp/kodoku_koritsu/torikumi/wg.html

データ出典：警察庁　https://www.npa.go.jp/news/release/2026/20260331001.html
経過日数ごとの数字は県別には公表されていないため、全国総数と和歌山県内総数の比率を用い推計

経過日数 総数 うち65歳以上 高齢者割合 総数 うち65歳以上 高齢者割合

0～1日 28,398 22,502 79.2% 218 177 81.1%

2～3日 15,865 12,321 77.7% 122 97 79.5%

4～7日 10,456 8,185 78.3% 80 64 80.1%

8～14日 7,570 5,752 76.0% 58 45 77.7%

15～30日 7,504 5,460 72.8% 58 43 74.4%

31日以上 7,148 4,699 65.7% 55 37 67.3%

死後4日以上 32,678 24,096 73.7% 251 189 75.4%

死後8日以上 22,222 15,911 71.6% 171 125 73.3%

和歌山県に置き換えると全　　国

わかやまNPOセンターの現場から
わかやま NPO センター理事長が隔週水曜に投
稿「わかやま NPO センターの日記」。日々の
わかやま NPO センターの活動に
ついて、また活動を通じて感じた
ことなど、ゆるく書いています。
こちらからアクセスできます。

事か育児かの二者択一ではな
く、「自分らしい働き方・生き方」
をもう一度つくり直すための、
とても大切な充電期間です。
　ホッピングは、そんな「心の
揺らぎ」に一緒に寄り添い、次
のステップへ踏み出すための場
所でありたいと思っています。
制度ではカバーしきれないその
心の揺らぎの声を、今度はあなたが受け止め、そしていつか、また別の誰かの
声に耳を傾けてあげられる――そんなあたたかな循環が地域に生まれる場所で
あれたら嬉しいです。1 人で抱え込んだり、無理にがんばりすぎたりせずに、
まずはホッピングの広場でおしゃべりすることから始めてみませんか？　

　貫名 茜／キャリアコンサルタント・保育士。キャリアが中断した産後女性の
再就職・起業支援を行う「NPO 法人ホッピング」理事長。和歌山市を「女性が
最も働きやすい街」にするべく活動中。　　※ 次回は 10月中旬掲載予定です

「私らしい」と「仕事」を両立する未来へ。「私らしい」と「仕事」を両立する未来へ。「私らしい」と「仕事」を両立する未来へ。

わかやま発、      キャリア革命。わかやま発、      キャリア革命。わかやま発、      キャリア革命。新
和歌山市を拠点に、「母親たちの多様性を認め合い「自分らしく 生き生きと」
社会参画できる地域づくり」をめざすNPO法人ホッピング。活動の現場から「い
ま」をお届けします。

育休中、カウントダウンしながらなんかモヤモヤ焦ってます…

　日々、子育て広場でお会いするママたちと話していると、こんな声がたくさ
ん聞こえてきます。

 　・社会からの孤立感：外の世界とつながっていない気がして、自分だけ取り
　残されているみたいで焦る…
　・パートナーへのモヤモヤ：家事や育児に対する熱量や見えている景色の違
　いにモヤモヤ…本当はもっと対話したい
　・将来への漠然とした不安：本当に職場復帰できる？ 仕事と育児の両立が想
　像できない…
　・日々の「名もなき家事」の重圧：今でさえ精一杯なのに、復帰して日中仕
　事になったら、あの細々とした家事までやりきれるの？

　世の中では「育休制度」や「時短勤務」といった仕組みが整ってきましたが、
実際に渦中にいるママたちの「心の中のリアルな葛藤や不安」までは、なかな
か制度だけではカバーしきれません。
　出産や育児でこれまでの生活が一変し、孤独感や焦りを覚えるのは、あなた
が弱いからでも、要領が悪いからでもありません。誰もが通る、ごく自然な感
情です。私たちが伝えたいのは、「育休期は空白（ブランク）なんかじゃない」
ということ。
　「〇〇ちゃんのママ」になる前に、まずはあなた自身がどう生きたいか。仕

NPO法人ホッピング
〒640-8020 和歌山市北桶屋町 7

本町プランテ 2F（本町公園内）

https://hoppingmama.com/

「ドレミひろば」での 1日より「ドレミひろば」での 1日より「ドレミひろば」での 1日より


